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『リア王』におけるNatureの構図
中 田 佳 昭
〔Ⅰ〕
シェイクスピアの四大悲劇のひとつとされる 『リア王』について,すでに古典的研究書 と
なっている Shakespeare'sDoctorineof Natureの中で JohnF.Danbyは次のように述べ
ている｡









年 代 作 品 作品におけるNature(nature)の使用回数
修 1592-93( RichardIl ㊨業時 TheComedyofErTlO7S ③
代 1593-94 TheTamingoftheShrew ①
蓋墓 1594-95 RomeoandJuliet @1595-96 AMidsummerNlihねDream ③6 7 TheMerchanlofVenice ⑤
∴ 1598-99 MuchAdoaboutNothing @
1599㍍o o ( JuliusCkleSar ㊨
期 品 AsYouLikelt
更 TweljihNight ⑫
絶 1600-01 HamletT ' dC ●(お ㊨ ㊨




代 1607-08( Con'oklnuST2'mOnOfAthens ㊨
⑫





劇を中心とする作品においてひとつのピ-クを形成している｡Ardenの森 とい う 《自然

















る natureを,日本語訳と対比しつつそれが作品全体において持つ意味を明 らか に しなが




先に進む前に, 日本における 『リア王』 の翻訳について概観しておくのが便 利 で あろ
ラ.日本におけるシェイクスピアの翻訳は,一応明治42年～昭和 3年にわたって刊行された
坪内遭遥の 『沙翁全集』を始めとすると言ってよい｡以来,数多くの作品が翻訳,出版され














































































る｡加えて,ゴネリル, リーガンとコ-デリア,又- ドガーとェ ドマンドの間の 〈姉妹 ･兄
















































斎藤 : 心配になるのはその気性だ｡生みの親をもないがしろにするその遡 型i,
己れの分を守っていようとは考えられない｡












































































































































































































































(b) 翻訳は,①坪内遣遥 (中央公論社,昭和9年) ②斎藤勇 (岩波書店,昭和57年) ③三神勲
(河出書房,昭和44年) ④福田恒存 (新潮社,昭和41年) ⑤小津次郎 (筑摩書房,昭和52年)
⑥大山俊一 (旺文社,昭和56年) ⑦木下順二 (講談社,昭和56年) ⑧小田島雄志 (白水社,
昭和52年)を使用｡
